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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、

年
頭
の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
神
社
祭
神
の
神
功
皇
后
伝
承
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』（
以
下
『
記
』『
紀
』）
を
基
と
し
て
諸
書
に
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
伝
承
地
は
北
陸
・
西
日
本
・
紀
州
と
韓
半
島
が
主
で
あ
り
、
常
陸
国
（
大
化
改
新
後
に
成
立
。『
常

陸
国
風
土
記
』（
養
老
年
間
（
七
一
七
～
七
二
四
年
）
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
）
に
は
孝
徳
天
皇
の
御
世
と
し
、
現
在
の

茨
城
県
の
大
部
分
）
に
も
神
功
皇
后
伝
承
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。『
常
陸
国
風
土
記
』
行な
め
た
か方
郡
の

芸き

つ都
の
里
の
南
の
田
の
里
（
茨
城
県
行
方
市
麻
生
が
遺
称
地
）
の
条
に
、「
息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め

長
足
日
売
の
皇
后
の
時
、
此
の
地
に
人
あ
り
。

名
を
古こ

つ

ひ

こ

都
比
古
と
い
ふ
。
三
度
（『
記
』『
紀
』
に
は
一
回
だ
け
の
征
討
を
記
す
が
、
そ
の
後
も
三
韓
と
の
折
衝
時
に
使
者

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
帰
化
人
系
氏
族
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
）
韓
国
に
遣
は
さ
れ
ぬ
。
其
の
功
労
を
重
み

し
て
田
を
賜
ひ
き
。
因
り
て
名
づ
く
」
と
見
え
、
古こ

つ

ひ

こ

都
比
古
が
神
功
皇
后
の
三
韓
征
討
に
従
軍
し
、
そ
の
戦
功
に
よ
っ
て

戦
功
田
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
（
八
世
紀
に
は
神
功
皇
后
の
新
羅
親
征
伝
承
が
常
陸
国
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
）。
古
く
我あ
づ
ま姫
の
国
で
あ
っ
た
常
陸
国
は
、
早
く
か
ら
大
和
朝
廷
の
支
配
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、『
常
陸
国
風

土
記
』
に
は
三
世
紀
の
天
皇
で
あ
る
崇
神
天
皇
の
御
世
の
伝
承
（
四
道
将
軍
の
派
遣
ー
東
方
十
二
道
の
平
定
）
も
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
（
景
行
天
皇
の
皇
子
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
命
の
伝
承
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
）
神
功
皇
后
御
代
に
も
東
国
の

支
配
関
係
が
続
き
、
大
和
王
朝
の
在
野
氏
族
と
し
て
古
都
比
古
も
神
功
皇
后
の
三
韓
征
討
に
従
軍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
茨
城
郡
の
郡
名
由
来
の
条
の
分
注
に
、「
茨
城
の
国
造
が
初
祖
、
多た
け
こ
ろ
の
み
こ
と

祁
許
呂
命
（
天
津
彦
根
命
の
子
孫
）
は
息
長
帯
た
ら
し

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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比
売
の
天
皇
（
神
功
皇
后
）
の
朝
に
仕
へ
て
、
品ほ
む
だ太
の
天
皇
（
応
神
天
皇
）
の
誕
れ
ま
し

し
時
ま
で
に
至
れ
り
。
多
祁
許
呂
命
に
子
八
人
あ
り
。
中
の
男
、
筑つ
く
は
お
み

波
使
主
（
人
名
）
は
、

茨
城
の
郡
の
湯ゆ
え
の
む
ら
じ
ら

坐
連
等
が
初
祖
な
り
」（
湯
坐
連
は
、
貴
人
の
子
女
の
湯
浴
に
奉
仕
し
た

氏
族
で
名
と
し
た
も
の
で
、
産
児
に
湯
を
つ
か
わ
せ
る
役
の
女
性
。
ま
た
、
皇
子
・
皇
女

の
養
育
者
を
も
い
い
、
湯
殿
に
奉
仕
す
る
人
の
意
で
も
あ
る
）
と
見
え
、
多
祁
許
呂
命

（
建た
け

許
呂
命
と
も
）
は
息
長
帯
比
売
天
皇
の
大
和
王
朝
に
仕
え
、
品
太
天
皇
誕
生
の
時
ま

で
い
た
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
祁
許
呂
命
が
、
品
太
天
皇
の
湯
坐
奉
仕
者
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
子
の
筑
波
使
主
か
ら
専
属
の
湯
坐
奉
仕
者
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多

祁
許
呂
命
の
子
供
八
人
（『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
「
国
造
本
紀
」
に
は
、
宮
富
鷲
意
弥
命
、

大
布
日
意
弥
命
、
深
河
意
弥
命
、
屋
主
乃
弥
命
、
宇
佐
比
乃
弥
命
、
建
弥
依
米
命
、
加
米

乃
意
美
命
七
人
の
名
が
見
え
る
）
の
う
ち
七
名
は
大
和
王
朝
の
在
野
氏
族
と
な
り
、
筑
波

使
主
は
湯
坐
連
ら
の
初
祖
と
す
る
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
常
陸
国
筑
波
関
係
の
湯
坐

連
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
湯
坐
連
は
『
姓
氏
録
』
に
額
田
部
湯
坐
連
（
左
京
神
別
下
・

天
孫
の
条
）
と
見
え
、
若
湯
坐
宿
禰
（
左
京
神
別
上
・
天
神
の
条
）
な
ど
も
見
え
る
。

　

古
代
に
お
い
て
は
、
女
性
の
妊
娠
と
死
亡
率
の
高
か
っ
た
出
産
は
恐
れ
多
い
一
大
行
事

で
あ
っ
た
。『
記
』・『
紀
』・『
風
土
記
』
逸
文
・『
万
葉
集
』
な
ど
に
は
、
神
功
皇
后
も

兒こ
ふ
の
い
し

饗
石
（
皇み
こ
う
み

子
産
の
石
）
を
腰
に
挿
み
安
産
と
、
生
ま
れ
た
皇
子
の
無
事
成
長
を
祈
ら
れ

た
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
当
社
も
三
つ
の
小
石
（
白
と
黒
）
の
入
っ

た
安
産
御
守
を
授
与
し
て
い
る
。

　

新
生
児
の
死
亡
を
免
れ
る
た
め
に
邪
気
を
祓
い
、
無
事
に
成
長
す
る
よ
う
に
関
わ
る
古

代
の
湯
坐
も
大
切
な
行
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
湯
坐
は
時
代
が
下
っ
た
平
安
時
代
で
は
御

湯
殿
の
儀
式
と
称
し
、
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
九
月
十
一
日
に
一
条
天
皇
の
第
二
皇
子

敦あ
つ
な
り成
親
王
（
後
の
後
一
条
天
皇
）
が
御
誕
生
に
な
ら
れ
た
際
の
御
湯
殿
の
儀
式
（
朝
夕
二

回
、
七
日
間
）
が
『
紫
式
部
日
記
』
に
見
え
る
。
古
代
か
ら
続
い
た
湯
坐
連
の
湯
坐
行
事

も
こ
の
様
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
詳
細
に
記
さ
れ
、
め
ず
ら
し
い
の
で
そ
の
様

子
を
述
べ
れ
は
、
御
湯
殿
は
夕
暮
れ
時
に
行
な
わ
れ
、
関
係
者
は
白
を
基
調
と
し
た
装
束

を
身
に
ま
と
い
、
中
宮
職
の
下
級
職
員
が
白
い
お
お
い
を
し
た
桶
の
お
湯
を
運
び
、
お
水

取
り
役
女
房
の
二
人
が
お
湯
を
取
り
次
い
で
、
そ
れ
に
水
を
加
え
て
湯
加
減
を
見
な
が

ら
、
白
い
元
結
い
を
し
た
女
房
二
人
に
渡
す
。
二
人
の
女
房
は
お
湯
を
御
瓮ほ
と
ぎの
十
六
壺
に

順
々
に
汲
み
取
り
満
た
し
、
余
っ
た
お
湯
は
湯
舟
に
戻
す
。
御
湯
殿
の
役
は
宰
相
君
（
女

房
、
藤
原
道
綱
の
娘
豊ほ
う
し子
）
が
、
御
介
添
え
役
は
大
納
言
君
（
女
房
、
源
簾れ
ん
し子
）
が
務
め

る
。
殿
（
藤
原
道
長
）
が
若
君
（
敦
成
親
王
）
を
お
抱
き
、
小
少
将
君
（
女
房
、
源
時と
き
み
ち通

の
娘
）
が
御
佩は
か
し刀
（
天
皇
か
ら
賜
っ
た
刀
）
を
持
ち
、
虎
の
頭
（
造
り
物
で
魔
除
け
の
為

に
用
い
る
）
を
宮
内
侍
（
内
裏
女
房
、
橘
良
芸
子
）
が
持
っ
て
若
宮
の
先
導
を
務
め
る
。

そ
の
間
、
殿
の
二
人
の
御
子
や
源
少
将
雅ま
さ
み
ち通
ら
が
、
大
声
で
散う
ち
ま
き米
（
魔
除
け
の
為
に
霊
力

あ
る
米
を
撒
く
こ
と
）
を
行
な
い
、
続
い
て
、
読
書
に
奉
仕
す
る
読
書
博
士
（
御
湯
殿
の

儀
で
紀
伝
明
経
の
博
士
が
漢
籍
の
目
出
度
い
文
章
を
選
び
読
む
）
は
蔵
人
弁
藤
原
広ひ
ろ
な
り業
で
、

『
史
記
』
の
第
一
巻
を
読
む
。
周
り
に
は
魔
除
け
の
呪
に
弓
の
弦
を
は
じ
き
鳴
ら
す
弦
打

ち
二
十
人
が
二
列
に
並
ん
で
い
る
。
夕ゆ
う
じ時
の
御
湯
殿
儀
式
も
同
様
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
る

が
（
深
夜
〇
時
頃
で
、
浴
湯
は
な
い
）、
読
書
博
士
は
替
り
、
伊
勢
守
源
致む
ね
と
き時
が
孝
経
を

読
み
（
源
致
時
と
あ
る
が
、
式
部
の
誤
記
で
実
際
は
藤
原
広
業
で
あ
っ
た
ら
し
い
）、
大

江
挙た
か
ち
か周
（
匡ま
さ
ひ
ら衡
の
子
で
母
は
歌
人
赤あ
か
ぞ
め
え
も
ん

染
衛
門
。
匡ま
さ
ふ
さ房
の
祖
父
）
が
『
史
記
』
文
帝
の
巻

を
読
み
、
七
日
の
間
、
こ
の
三
人
が
交
代
で
務
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
国
期
に
天

皇
家
が
経
済
的
に
没
落
す
る
と
、
湯
殿
始
や
読
書
鳴
弦
の
儀
式
も
記
録
上
確
認
で
き
な
く

な
っ
た
。
明
治
期
に
入
っ
て
廃
絶
し
つ
つ
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
宮
廷
行
事
を
記
録
す
る
た

め
、
岩い
わ
く
ら
と
も
み

倉
具
視
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
公く
じ
ろ
く

事
録
』
に
は
、
湯
殿
始
・
読
書
鳴
弦
の
儀

が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
以
降
、
天
皇
家
の
諸
行
事
も
変
容

を
遂
げ
、
出
産
は
御
産
所
（
病
院
も
含
む
）
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
御
湯
殿
の
儀
式

は
廃
絶
し
た
。
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二
十
二
日
よ
り
二
十
七
日
の
間
、
神
戸

市
中
央
区
北
野
坂
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、
当
社
権
禰
宜
小
林
晴
美
（
雅

号
・
美
鳳
）
の
第
四
回
目
と
な
る
個
展
が

開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
山
水
画
（
水
墨
）
に
『
万
葉
集
』

巻
五
に
あ
る
「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
の
漢

文
の
、「
初
春
の
令
月
に
し
て 

気
淑
く
風

和
ぎ
、
…
」
と
い
う
序
文
一
部
を
も
書
し

た
襖
絵
表
裏
四
面
（
令
和
元
年
作
）
の
他
、

書
は
前
衛
書
、
日
本
画
の
抽
象
画
作
品
と
、

色
紙
な
ど
の
小
作
品
を
合
わ
せ
五
十
点
が

展
示
さ
れ
た
。

　

期
間
中
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
終
息
し
て
い

な
い
時
期
で
も
あ
り
、
来
場
者
は
約
七
〇

名
の
方
々
が
鑑
賞
し
た
。
そ
の
中
で
も
前

回
の
個
展
で
ご
高
覧
頂
い
た
具
体
美
術
家

の
堀
尾
貞
治
氏
の
ご
家
族
の
御
来
場
も
賜

り
、
一
点
一
点
丁
寧
に
ご
覧
い
た
だ
け
た

こ
と
や
、
神
社
崇
敬
者
の
方
々
も
多
数
ご

来
場
頂
き
、
作
品
に
強
い
関
心
を
持
っ
て

頂
い
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
、
美
鳳
も

喜
ん
で
い
た
。

　

尚
、
神
戸
・
読
売
・
毎
日
の
各
新
聞
に

は
こ
の
個
展
開
催
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

個展案内状

個展会場風景

令
和
四
年
十
一
月

令
和
四
年
十
一
月

権
禰
宜
の
個
展
開
催

　

正
月
三
日
、「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
を
総
代･

氏
子
崇
敬
者
二
十
一
名
の

参
列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
し
、
今
年
一
年

令
和
五
年
一
月

令
和
五
年
一
月

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

の
参
列
者
各
位
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇
敬

者
更
に
各
事
業
所
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈
願

し
た
。

　

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
十
八
歳
か
ら
民

謡
を
始
め
、
弘
田
る
み
師
（
昭
和
六
十
二

年
の
「
産
経
民
謡
大
賞
」
最
優
秀
賞
受
賞

者
）
に
師
事
し
、
平
成
十
二
年
青
森
県
弘

前
市
で
の
「
津
軽
民
謡
大
会
」
で
優
秀
賞
、

平
成
二
十
一
年
大
阪
で
の
「
産
経
民
謡
大

賞
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
の
経
歴

を
持
た
れ
て
い
る
が
、
最
近
は
高
齢
者
施

設
な
ど
で
民
謡
を
披
露
す
る
な
ど
の
社
会

福
祉
活
動
を
主
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
民
謡

歌
手
の
山
田
洋
子
先
生
で
あ
る
。

　

奉
納
唄
は
、
津
軽
富
士
と
も
呼
ば
れ
る

岩
木
山
の
四
季
の
移
ろ
い
を
唄
う
「
津
軽

山
唄
」、
十
勝
の
牧
場
の
様
子
唄
「
十
勝

馬
唄
」、
和
ロ
ウ
ソ
ク
や
鬢
付
け
油
の
原

料
と
な
る
櫨
の
実
を
採
る
様
子
唄
「
櫨
採

ご神前での民謡独唱

鳥居前での記念写真

り
唄
」
の
竹
も
の
民
謡
三
曲
で
、
昨
年
神

前
奉
納
し
て
い
た
だ
い
た
竹
尾
学
先
生
が

尺
八
で
伴
奏
さ
れ
た
。

　

参
列
者
も
先
生
の
感
情
を
込
め
た
張
り

の
あ
る
民
謡
唄
、
ま
た
尺
八
の
吹
奏
に
聞

き
入
り
ご
満
悦
で
あ
っ
た
。

　

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
っ
た
が
、
時

節
柄
各
位
に
弁
当
を
渡
し
直
会
に
変
え
た
。

　
「
神
戸
新
聞
」
二
十
二
日
の
朝
刊
、
て

く
て
く
神
戸
～
兵
庫
津
編
～
に
「
生
田
神

社
と
深
い
関
係
」
の
見
出
し
で
当
社
が
写

真
（
神
功
皇
后
像
を
入
れ
た
社
殿
写
真
、

令
和
令
和  

五
年
三
月

五
年
三
月

「
神
戸
新
聞
」
て
く
て
く
神
戸

～
兵
庫
津
編
～
に
掲
載
さ
れ
る



三　石　さ　ん令和 5 年 12 月 25　号　（  ）　4

神
功
皇
后
上
陸
此
地
碑
）
と
簡
単
な
記
事

で
は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

記
事
を
抜
粋
す
れ
ば
、
①
「
実
際
、
和

田
岬
に
あ
る
三
石
神
社
に
は
、
神
功
皇
后

が
上
陸
し
た
と
の
由
緒
が
残
る
。
東
京
五

輪
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
阿
部
一
二
三
、

詩
き
ょ
う
だ
い
が
参
拝
し
た
こ
と
で
有
名

な
神
社
だ
が
、
祭
神
は
神
功
皇
后
で
弓
矢

を
持
つ
像
が
立
っ
て
い
る
」、
②
「
交
通

の
要
衝
地
で
あ
っ
た
和
田
岬
（
兵
庫
津
）

に
は
、
古
代
か
ら
多
く
の
モ
ノ
や
文
化
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
見
た
こ
と
も
な
い

文
物
が
入
っ
て
く
る
こ
の
地
は
、
人
々
か

ら
『
聖
地
』
の
よ
う
に
神
秘
的
に
映
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」、
③
「
神
戸
港
で
神

託
を
受
け
た
神
功
皇
后
が
和
田
岬
に
上
陸

し
」、
④
「
神
功
皇
后
と
関
係
が
深
い
和

田
岬
は
『
神
戸
始
ま
り
の
地
』
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
」
な
ど
な
ど
が

記
さ
れ
、
見
出
し
の
よ
う
に
、
和
田
岬
と

生
田
神
社
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
が
、
要

「神戸新聞」記事

  御崎公園スタジアム前での記念写真

　

三
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
マ
ス
ク
使
用
も
個
人
の
判
断
と
な
り
、

さ
ら
に
五
月
八
日
、
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
を「
５
類
」

に
引
き
下
げ
た
た
め
、
本
年
、
四
年
ぶ
り

に
例
大
祭
神
幸
式
を
斎
行
し
た
。

　

大
祭
前
の
四
月
二
十
三
日
、
猿
田
彦

会
総
会
前
に
猿
田
彦
担
当
地
区
総
代
一

名
・
猿
田
彦
会
会
長
他
三
名
計
五
名
参
列

の
も
と
、
兵
庫
区
今
出
在
家
町
の
豊
永
晃

誠
君
（
二
十
一
歳
）
の
猿
田
彦
決
定
奉
告

祭
も
斎
行
さ
れ
、
大
祭
日
の
五
月
十
九
日

（
金
曜
日
）、
午
後
六
時
か
ら
の
例
祭
に
は
、

区
内
神
職
の
ご
助
勤
奉
仕
に
よ
り
、総
代
・

氏
子
自
治
会
長
始
め
氏
子
崇
敬
者
十
四
名

の
参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
巫
女
に
よ
る

神
前
神
楽
も
奉
納
し
厳
粛
に
斎
行
し
た
。

後
、
会
館
二
階
に
て
直
会
に
入
っ
た
。

令
和
令
和  

五
年
五
月

五
年
五
月

例
大
祭
と
神
幸
式
斎
行

　

二
十
日
（
土
曜
日
）
午
前
八
時
よ
り
、

各
地
区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し

（
諸
事
情
に
よ
り
、
本
年
の
御
旅
所
は
北

部
南
、
東
部
の
二
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
）、

午
後
一
時
半
よ
り
、
地
区
総
代
・
氏
子
役

員
・
自
治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子

供
み
こ
し
三
基
（
例
年
四
基
の
子
供
み
こ

し
が
巡
行
し
て
い
る
が
、
南
部
氏
子
会
が

奉
仕
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
本
年
は

子
供
み
こ
し
を
出
さ
な
か
っ
た
。
後
日
神

社
に
、
南
部
氏
子
の
人
か
ら
、
子
供
み
こ

し
が
廻
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
寂
し
か
っ

た
と
の
お
声
が
届
い
た
）
が
神
輿
唄
を
声

高
ら
か
に
唄
い
な
が
ら
氏
子
町
内
を
巡

幸
、
午
後
三
時
半
を
以
っ
て
無
事
終
了
し

た
。
例
年
通
り
事
故
の
無
き
よ
う
各
子
供

み
こ
し
に
は
自
社
雇
の
ガ
ー
ド
マ
ン
が
付

き
、
兵
庫
警
察
署
派
遣
六
名
の
警
察
官
ら

が
警
備
と
交
通
整
理
に
あ
た
っ
た
。

　

二
十
一
日
（
日
曜
日
）、
五
月
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
例
大
祭
最
大
の
神
事
で
あ
る
神

幸
式
が
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
た
。
午
後
一

時
過
ぎ
の
殿
内
発
輿
祭
斎
行
後
の
二
時
前

よ
り
、
豊
永
晃
誠
君
扮
す
る
猿
田
彦
の
勇

壮
な
踊
り
に
続
き
、
直
垂
装
束
姿
の
総
代

や
、
和
田
岬
小
学
生
達
の
直
垂
装
束
の
神

宝
持
役
十
四
名
、
吉
田
中
学
校
生
男
女

三
十
二
名
（
付
添
先
生
五
名
）
に
よ
る
本

神
輿
舁
上
げ
役
、
宮
司
太
刀
持
役
で
あ
る

西
区
井
吹
台
北
町
の
森
光
海
吏
君
（
中

一
）
も
母
親
共
々
に
行
列
に
加
わ
り
、
そ

の
後
に
各
地
区
子
供
み
こ
し
三
基
、
総
勢

す
る
に
神
功
皇
后
が
西
暦
二
〇
一
年
、
朝

鮮
半
島
か
ら
の
凱
旋
中
、
神
戸
沖
で
船
が

進
ま
な
く
な
り
、
和
田
岬
に
上
陸
し
、
そ

の
理
由
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
生
田
神
社
な

ど
を
祀
れ
と
の
神
託
を
受
け
た
。
そ
の
上

陸
し
卜
っ
た
と
す
る
地
が
三
石
神
社
で
あ

る
と
い
う
こ
と
の
紹
介
で
あ
る
。
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令
和
五
年
七
月

令
和
五
年
七
月

　

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素す
さ
の
お
の

盞
嗚
命
の
夏
越
祭
は
、
疫
病
退
散
・
無

病
息
災
祈
願
の
祭
で
あ
り
、
一
人
で
も
多

く
の
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
が
無
病
息
災
で

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
従
来
通
り
茅

の
輪
く
ぐ
り
神
事
を
斎
行
し
た
（
但
し
、

例
年
の
神
前
奉
納
、
琉
球
舞
踊
は
中
止
し

た
）。

　

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
九
名
参
列
の
も

令
和
五
年
六
月

令
和
五
年
六
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

　

本
年
の
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行
は
、
加

西
市
・
丹
波
篠
山
市
方
面
へ
の
日
帰
り
バ

ス
旅
行
を
実
施
し
た
。

　

二
十
五
日
、
宮
司
を
含
め
総
代
・
氏
子

崇
敬
者
十
四
名
（
北
部
氏
子
会
六
名
・
南

部
氏
子
会
一
名
・
猿
田
彦
会
三
名
・
崇
敬

者
三
名
）
の
参
加
の
も
と
、
先
ず
川
西
市

五
百
羅
漢
石
仏
を
拝
観
し
た
。
誰
が
造
立

さ
せ
た
の
か
五
〇
〇
体
の
石
仏
の
彫
技
は

稚
拙
で
は
あ
る
が
、
そ
の
込
め
ら
れ
た
純

「紫電改」前での記念写真

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

約
一
五
〇
名
の
神
幸
式
大
行
列
が
出
発
し
、

約
二
時
間
半
か
け
て
氏
子
内
を
巡
幸
し
た
。

例
年
よ
り
少
な
く
感
じ
ら
れ
た
が
、
巡
幸

道
の
氏
子
の
人
達
も
、
四
年
ぶ
り
の
神
幸

式
に
拍
手
を
以
っ
て
出
迎
え
る
と
共
に
、

氏
神
様
の
巡
幸
に
手
を
合
せ
祈
念
し
て
い

た
。
ま
た
、
御
崎
公
園
で
の
給
水
休
憩
で

は
、
猿
田
彦
の
豊
永
家
親
族
多
数
が
詰
め

か
け
記
念
写
真
に
納
ま
っ
て
い
た
。

　

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
の
総
代
始
め
氏
子
三
地
区
（
北
部

北
・
北
部
南
・
東
部
）
の
人
達
又
猿
田
彦

会
員
達
の
出
席
に
よ
る
合
同
直
会
が
開
催

さ
れ
、
無
事
神
幸
式
が
斎
行
で
き
た
喜
び

で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

真
な
信
仰
心
に
心
打
た
れ
る
。
後
、
同
市

鶉
野
町
の
鶉
野
飛
行
場
跡
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
て
戦
前
の
局
地
戦
闘
機
「
紫
電
改
」

（
実
物
大
模
型
）
や
、当
地
か
ら
飛
び
立
っ

た
神
風
特
別
攻
撃
隊
「
白
鷲
隊
」
の
遺
書

な
ど
を
見
学
し
、
こ
こ
で
飛
行
訓
練
を
重

ね
た
特
攻
隊
員
六
十
三
名
が
出
撃
し
た
史

実
を
初
め
て
学
ん
だ
。

　

丹
波
篠
山
市
に
移
動
し
、
丹
波
満
載
御

前
の
昼
食
を
食
し
、
同
市
の
丹
波
伝
統
工

芸
公
園
内
の
立
杭
「
陶
の
郷
」
の
陶
芸
教

室
で
参
加
者
全
員
四
寸
皿
の
絵
付
け
体
験

を
し
た
後
、
神
戸
市
北
区
赤
松
台
の
「
か

ね
ふ
く
め
ん
た
い
パ
ー
ク
」
に
立
寄
り
、

工
場
見
学
と
買
物
を
楽
し
み
無
事
親
睦
旅

行
を
終
え
た
。

　

尚
、「
陶
の
郷
」
で
の
各
自
が
体
験
し

茅の輪くぐり神事

と
、
宮
司
が
大
祓
詞
・
祝
詞
奏
上
の
後
、

参
列
者
代
表
各
位
が
玉
串
奉
奠
し
た
。

　

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
古
歌
と
「
蘇
民
将
来
、
蘇
民

将
来
」
と
唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
く
ぐ
り
、

人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪

や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
ま

た
流
行
り
病
の
無
感
染
、
夏
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
た
後
、
二
Ｆ
に
て
の
直
会
で
は

神
職
手
作
り
で
無
病
息
災
の
ご
利
益
あ
る

「
蘇
民
将
来
茅
の
輪
守
」
を
お
渡
し
し
た
。

た
絵
皿
が
八
月
八
日
に
届
い
た
の
で
、
鶉

野
飛
行
場
跡
の
「
紫
電
改
」
を
バ
ッ
ク
に

し
た
記
念
写
真
共
々
参
加
者
各
位
に
配
布

し
た
。

令
和
五
年
九
月

令
和
五
年
九
月

　

二
十
三
日
、
商
売
繁
盛
の
神
で
知
ら
れ

る
西
宮
市
の
西
宮
え
び
す
神
社
（
西
宮
神

社
）
の
令
和
三
年
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い

た
二
十
回
記
念
海
上
渡
御
「
産
宮
参
り
」

三
石
神
社
参
拝
が
予
定
通
り
斎
行
さ
れ
た
。

　

平
成
十
四
年
か
ら
斎
行
さ
れ
た
西
宮
神

社
の
和
田
岬
へ
の
船
渡
御
は
、
平
安
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
織
田
信
長
の

社
領
没
収
で
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
約

四
〇
〇
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
社
へ
の
産
宮
参
り
の
由

西
宮
神
社
海
上
渡
御
産
宮
参
り
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境内の奉賛芳名掲示板

趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工
し

て
、
約
六
十
年
と
な
り
ま
す
。

　
銅
板
の
寿
命
は
約
七
、八
十
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋

根
の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
様

に
銅
板
寄
進
（
一
枚
三
千
円
）
を
お
願

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の
ご

加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々
の

弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
は
じ
め
銅
板
一
枚
二
千
円
と
い
た

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
銅
の
値
上
が
り

も
あ
り
、
三
千
円
（
一
、五
枚
と
計
上
）

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宜
し
く

ご
理
解
ご
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

当
社
で
命
名
に
関
係
さ
れ
た
お
子
様
の

お
健
や
か
な
ご
成
長
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。（
命
名
書
の
み
の
受
付
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。）

　
新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
令
和
四
年
十
一
月
か
ら

　
　
令
和
五
年
十
月
末
日
ま
で

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

令
和
四
年
十
一
月
か
ら

令
和
五
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　

銅
板
奉
納
者
全
て
の
方
々
の
ご
芳

名
は
、
神
社
台
帳
に
記
録
の
上
永

く
保
存
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

境
内
掲
示
板
の
ご
芳
名
掲
示
は
三

枚
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

来
は
『
西
宮
神
主
家
日
記
・
西
宮
大
神
本

紀
』（
江
戸
時
代
の
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）

年
）
の
絵
に
神
輿
が
兵
庫
和
田
崎
に
御
駐

輦
の
処
を
描
き
、
御
輿
三
輿
を
そ
れ
ぞ
れ

奉
安
せ
る
三
つ
の
石
が
描
か
れ
て
い
る
。

即
ち
廣
田
・
西
宮
・
南
宮
三
社
の
神
輿
で

あ
る
。
こ
れ
を
三
つ
石
と
呼
称
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
当
日
午
後
二
過
ぎ
か
ら
和
田
神

社
境
内
駐
車
場
を
斎
場
と
し
て
神
輿
を
据

え
て
御
旅
所
祭
を
斎
行
し
た
後
の
午
後
三

時
前
に
当
社
総
代
（
土
佐
岡
・
釜
須
・
髙

口
）、
氏
子
自
治
会
長
（
嬉
野
）
他
氏
子

二
名
が
参
道
で
奉
迎
す
る
中
、
西
宮
神
社

吉
井
宮
司
・
同
清
水
神
社
総
代
・
八
乙
女
・

童
男
親
子
・
祭
員
三
名
な
ど
十
五
名
が
昇

殿
し
、
修
祓
を
受
け
た
後
、
西
宮
神
社
宮

御殿前での記念写真

司
、
当
社
総
代
が
玉
串
拝
礼
参
拝
し
た
。

参
拝
を
終
え
た
後
、
拝
殿
前
で
一
同
記
念

写
真
を
撮
り
、
御
旅
所
斎
場
に
向
か
っ
た
。

社
務
所
・
境
内
紹
介

 

シ
リ
ー
ズ

　

拝
殿
右
側
の
引
き
戸
に
、
故
女
流
書
家

望
月
美
佐
先
生
の
作
品
が
あ
る
。

　

望
月
先
生
は
、
仮
名
を
安
東
聖
空
、
漢

字
を
広
津
雲
仙
、
篆
刻
を
喜
田
谷
苑
、
南

画
を
水
越
松
南
ら
に
師
事
し
、
日
展
に
連

続
十
回
入
選
し
た
機
を
以
っ
て
不
出
品
を

決
意
し
、「
鳳
美
社
」
を
設
立
し
て
昭
和

五
十
二
年
よ
り
望
月
流
書
道
を
興
す
。
そ

の
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新
・
平

家
物
語
」
の
題
字
を
担
当
（
以
後
三
度
）、

東
京
銀
座
の
紀
伊
国
屋
画
廊
の
個
展
を
は

じ
め
毎
年
各
地
の
有
名
百
貨
店
で
個
展
を

開
催
し
、
テ
レ
ビ
出
演
も
多
く
一
匹
狼
な

ら
ぬ
一
匹
ウ
サ
ギ
の「
書
道
家
望
月
美
佐
」

と
称
さ
れ
、
海
外
に
も
日
本
の
書
を
紹
介

す
る
な
ど
活
躍
し
た
。

　

本
作
品
は
経
年
の
為
日
焼
け
し
て
い
る

が
、
書
さ
れ
て
い
る
「
生
き
て
い
る 

す

べ
て
の
人
と 

ふ
れ
あ
っ
て 

心
あ
た
た
め 

生
き
た
い
も
の
を
」
の
句
に
は
情
け
深
い

慈
愛
の
心
で
生
き
よ
と
の
教
え
が
汲
み
取

れ
る
。

　

こ
の
作
品
は
、
四
十
数
年
前
、
宮
司
が

兵
庫
県
神
道
青
年
会
の
役
員
を
し
て
い
た

時
、
舞
子
ヴ
ィ
ラ
で
の
総
会
に
望
月
先
生



三　石　さ　ん 令和 5 年 12 月　（  ）　25　号7

望月美佐先生の書

を
招
聘
し
講
演
頂
い
た
が
、
そ
の
講
演
中

書
し
た
も
の
を
先
生
の
了
解
を
得
て
宮
司

が
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
は
三
六
判

（
一
八
〇
㎝
×
九
〇
㎝
）
に
書
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
当
方
が
引
き
戸
二
面
に
貼

る
た
め
二
枚
と
し
た
。

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん

 

シ
リ
ー
ズ

　

本
書
は
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年

二
月
、
当
社
前
宮
司
小
林
栄
次
郎
（
故

『神功皇后と三石神社』
附和田岬の明治大正

人
）
の
著
し
た
小
冊
子
で
、「
和
田
岬
の

明
治
大
正
」
欄
に
、
古
き
和
田
岬
で
の
事

件
、
出
来
事
も
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の

人
達
に
も
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
現

代
文
に
直
し
取
り
上
げ
た
。

◯
畠
の
肥こ

え
だ
め溜

　

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六

年
）
切
戸
（
兵
庫
区
切
戸
町
）
の
井
上
八

郎
右
衛
門
が
、
幕
府
に
願
い
出
て
、
和
田

岬
一
帯
の
払
下
げ
を
受
け
、
今
和
田
新
田

村
と
し
て
開
墾
し
た
が
、
土
地
は
砂
地
の

た
め
稲
作
は
出
来
ず
、
畠
と
し
て
胡き

ゅ
う
り瓜
や

茄な

子す

・
葱ね
ぎ

な
ど
の
野
菜
が
作
ら
れ
、
特
に

今
和
田
新
田
村
の
葱
は
有
名
で
、
葱
を
取

扱
う
商
人
を
「
ね
ぶ
か
や
」
と
い
い
、
大

正
の
初
期
頃
ま
で
農
業
組
合
（
南
農
業
組

合
）
も
あ
っ
た
。
三
石
神
社
に
は
南
農
業

組
合
が
大
正
二
年
二
月
に
奉
納
し
た
注
連

柱
が
現
存
し
て
い
る
。

　

明
治
の
中
頃
、
石せ

き
た
ん
な
か
し

炭
仲
仕
の
親
分
（
磯

部
寅
吉
）
の
子
分
達
は
、
暇
な
時
は
飲
む

か
博ば

く
ち打
を
す
る
か
で
、
博
打
で
は
度
々
警

察
に
踏
み
込
ま
れ
て
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
て

い
た
が
、
要
領
の
よ
い
者
は
遠
矢
の
浜
に

逃
げ
、
畠
の
肥
壺
に
首
ま
で
つ
か
り
隠
れ
、

悪
臭
を
我
慢
し
て
夜
の
明
け
る
の
を
待
っ

て
着
物
を
捨
て
海
に
飛
び
込
み
、
体
を

洗
っ
て
丸
裸
の
ま
ま
附
近
の
漁
師
の
家
に

一
、
日
時　

令
和
六
年
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
斎
行　

一
、
会
費　

金　

五
、〇
〇
〇
円
（
繁
栄

祈
願
祭
特
別
）

　
（
記
念
写
真
・
直
会
（
昼
食
会
食
）
費

代
と
し
て
当
日
ご
持
参
下
さ
い
）

一
、
神
前
奉
納 

徳
之
島
民
謡
（
シ
マ
唄
）

新
年
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
並
び
に

「
日
月
旗
」
奉
納
奉
告
式
ご
案
内

 

お
知
ら
せ

　
（
祝
ゆ
ぅ
え
ぬ
酒
ぐ
ゎ
・
餅
給た
ぼ

れ
）

　

ば
し
ゃ
山
会
師
匠 

米
川
宗
夫
先
生

　

ば
し
ゃ
山
会
会
長
岩
出
み
ど
り
先
生

※
参
拝
終
了
後
、
記
念
写
真
・
直
会
（
会

食
）
を
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
列

ご
希
望
の
方
は
、
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
に
ご
参
列
の
ご
回
答
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※
ご
参
列
・
直
会
ご
出
席
の
方
は
、
飲
酒

運
転
防
止
の
為
お
車
で
の
ご
参
加
を
ご

遠
慮
下
さ
い
。

行
き
、
着
物
を
借
り
ほ
と
ぼ
り
の
さ
め
る

ま
で
各
地
へ
身
を
隠
し
た
そ
う
で
あ
る
。

◯
大
島
組
と
磯
部
組
の
喧け

ん
か嘩

　

古
老
の
言
う
に
、
忘
れ
も
し
ま
せ
ん

が
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
七
月

九
日
（
旧
暦
）
の
薬
仙
寺
（
神
戸
市
兵
庫

区
今
出
在
家
町
）
の
四
万
六
千
日
の
観
音

さ
ん
の
お
祭
で
賑
わ
っ
て
い
る
夜
の
こ
と
、

大
島
組
と
石
炭
仲
仕
の
磯
部
組
と
の
喧
嘩

出
入
が
あ
っ
た
。
双
方
の
組
員
達
は
、
浴

衣
の
尻し

り
は
し
ょ

端
折
り
に
ね
じ
り
鉢
巻
姿
で
、
血

相
を
変
え
抜
刀
し
て
走
り
行
く
の
を
見
て
、

祭
見
物
者
も
こ
わ
く
な
り
皆
我
が
家
へ
飛

ん
で
帰
っ
た
。
あ
の
時
は
生
き
た
心
持
も

し
な
か
っ
た
ほ
ど
吃び

っ
く
り驚
し
、
本
当
に
怖

か
っ
た
と
、
首
を
撫
で
つ
つ
遠
い
昔
の
出

来
事
を
思
い
出
し
て
話
し
て
く
れ
た
。

三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所

三
菱
電
機
㈱
神
戸
製
作
所

奉
納
「
日
月
旗
」
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